
横浜市ウェブサイト再構築の取り組み状況について 

１ 業務の概要 

 (1) 市ウェブサイトの現状と課題 

   ア 各区局統括本部ごとにサイト管理・運用を行っているため、内容の重

複したページが公開されているなど、情報が探しづらい 

   イ 全体で約 14 万ページあるウェブページのうち、約 10 万ページが管理

されていない 

   ウ スマートフォン等の新しい機器や、ウェブアクセシビリティ JIS 規格※１

に対応できていない 

    ※１：ウェブアクセシビリティＪＩＳ規格とは、高齢者や障害者を含めて、誰も

がホームページの情報や機能を支障なく使えるように、国が定めた基準 

(2) 業務の目的 

上記の課題を解決するため、ウェブページの情報をデータベース化し、各

区局統括本部がそれぞれ管理しているサイトを一元化することで課題の解

決を図ります。また、オープンデータの基盤整備にも対応します。 

(3)  26 年度と 27 年度の業務経費 

  ア  合計契約額：213,340 千円 

（うち、システム開発請負事業者との契約額：114,966 千円） 

  イ  支 出 済 額：178,024 千円 

（うち、システム開発請負事業者への支出済額：79,650 千円） 

  ウ  繰 越 額： 35,316 千円 

 

２ システム開発請負事業者との業務経過 

(1) 業務開始から技術的問題の報告を受けるまで 

26 年度は、新しいＣＭＳ※２を調達し、9月からその設計に係る作業に着

手しました。 

※２：CMS とはウェブ・コンテンツ・マネジメント・システムの略称で、文章、画

像等のウェブサイトを構成する情報コンテンツを管理するシステム 

 

27 年度は、26 年度に作業した設計をもとにＣＭＳの構築を委託しまし

た。しかし、平成 27 年 12 月に、請負事業者から「技術的問題の発生」に

ついて報告を受けたため、作業は一時停止となりました。 
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(2) 技術的問題の報告を受けてから現在まで 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆12 月 問題の発生報告 

◆1 月 原因究明を最優先に進める 

◆３月 依然として原因が明確にならない 

◆４月 請負事業者が弁護士をたてる 

◆９月        契約の解除条件について協議中 

◆５月 契約解除についての話し合い 

・ 設計の変更 
・ 期間の延長 
・ 経費の追加 
を要求 

・ 問題の原因を究明する

ことを要望 

・ 期間の延長に合意（明許繰越の議決を条件） 
・ 原因究明を最優先とすることの合意 

・ 設計の変更を要求 
・ 作業の再開には経費の

追加が必須 

・ 請負事業者の主張を否定 

・ システム設計の瑕疵を主張 

・ 問題の原因究明 

・ 再構築方針等の提出 

・ 本市の仕様を満たすこと 

・ 再開にあたって追加費用が

一切発生しないこと 

を要求 

・ 遅延の原因は横浜市にある 

・ 経費の追加は必須 

・ 設計の変更を要求 

・ 再開にあたっての前提事項

を付加 

請 負 事 業 者 横 浜 市 

・ 弁護士をたて、話し合

いに応じる 
・ 話し合いを申し出る 

◆６月～８月 弁護士を通した事実確認 

・ 原因が本市にあると考える理由 
・ 構築途中のＣＭＳを引き渡すこと 
などを確認 

平成 27 年 

平成 28 年 

① ② 

④ 

③ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑨ ⑧ 

⑩ 

◆２月 明許繰越の議決 
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３ 今後の進め方 

請負事業者との協議結果及び、それを踏まえた市ウェブサイト再構築の今後

の進め方について、発注方法、仕様、進捗管理の方法など、様々な視点で検証

を行ったうえで、改めて市会に御報告させていただきます。 
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